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あけまして 

おめでとうございます 

① 金木だより（第285号） 

．昌両 

ム
フ
年
は
午
年
。
 

こ
れ
か
ら
未
来
を
 

背
お
っ
て
い
く
子
供
達
が
 

天
翻
る
ペ
ガ
サ
ス
の
 

よ
・
っ
に
 

大
空
に
羽
ば
た
け
る
 

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
 

金
木
町
民
憲
章
 

一
、
ふ
る
さ
と

の
自
挟
一
を
 

大
切

に
し
、

美
し

い
 

町
を

つ
く
り
ま
し
ょ

、つ
。
 

一
、

・心
と
か
ら
だ
を
鍛
、
え
、
 

さ
わ
や

か
な
 

町
を

つ
く
り
ま
し
ょ

、つ
。
 

一
、
伝
統
あ
る
文

化
を
古
叫
め
、
 

明
る

い
町
を
 

つ
く
り
ま
し
ょ

、つ
。
 

一
 
、
  

き
ま

り
を
守
り
助
け
ム
ロ
い
、
 

幸
せ
な
町
を
 

つ
く
り
ま
し
ょ

、つ
。
 

一
、
働
く
こ
と
に

喜
び

と
 

誇
り
を
も
ち
、

、
つ
るお
い
の
 

あ
る
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ

・つ
。
 

（昭
和
六
十
年
八
月
一
日
制
定
）
 



年
頭
に
あ
た
っ
て
 

勝
 

忠
 

橋
 

長
大
 

町
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
 

新
し
い
年
を
迎
え
町
民
の
皆

々
様
に
は
ど
う
ぞ
よ
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。
 

当
町
も
今
年
は
大
き
な
事
業
を

数
々
抱
え
、
支
障
な
く
全
う
す

る
よ
う
細
心
の
注
意
と
努
力
を

傾
注
致
し
ま
す
。
 

①
「
金
木
川
を
警
察
署
の
向
う

に
新
た
に
堀
り
川
を
移
し
て

現
在
の
川
を
埋
め
て
、
大
駐

車
場
、
公
衆
ト
イ
レ
、
道
路
、
 

公
園
を
造
成
し
た
い
」
 
こ
と

の
陳
情
を
繰
り
返
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
去
る
十
二
月
一
日

国
に
於
て
採
択
と
な
っ
た
旨

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
木
村

建
設
政
務
次
官
を
は
じ
め
、
 
 

田
沢
、
竹
内
両
国
会
の
先
生
、
 

当
町
の
花
田
、
原
田
両
県
識

先
生
、
町
議
会
の
御
尽
力
に

対
し
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
 

②
奏
の
川
原
温
泉
の
隣
接
（
旧

牧
場
）
十
一
・
四
町
歩
に
総

合
運
動
公
園
建
設
認
可
。
野

球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ

ー
 

ト
、
遊
び
場
、
憩
の
場
な
ど

造
成
。
 

③
「
樹
々
と
花
々
、
動
物
い
っ

ぱ
い
の
芦
野
公
園
」
づ
く
り
。
 

・

「全
国
桜
名
所
百
選
」
入選

祝
賀
会
と
記
念
事
業
。
 

・

公
園
駅
向
い
の
全
住
宅
立

退
き
完
了
、
私
有
地
買
収
完

了
ー
跡
地
の
埋
め
立
て
、
植
 
 

樹
・
芝
張
り
。
 

・

金
中
跡
地
の
緑
化
。
 

・

相
撲
場
裏
の
薬
師
溜
池
半

分
埋
め
立
て
、
周
囲
の
植
樹
、
 

遊
歩
道
建
設
。
 

・

エ
ン
ゼ
ル
食
堂
裏
か
ら
国

道
に
至
る
遊
歩
道
建
設
。
 

・

公
園
隣
接
地
を
で
き
る
だ

け
広
く
用
地
買
収
し
て
お
く
。
 

・

園
内
、
遊
歩
道
の
夜
間
照

明
策
定
。
 

・

春
夏
秋
と
花
の
絶
え
な
い

公
園
づ
く
り
。
 

④
山
村
振
興
事
業
認
定

ー
喜
良

市
財
産
区
有
地

一
O
〇
町
歩

に
道
路
を
新
設
し
橋
を
架
け
、
 

県
道
（
昇
風
山
内
真
部
線
）
 

と
結
ぷ
。
嘉
瀬
財
産
区
有
地

の
活
用
。
 

⑤
小
田
川
ダ
ム
ー
湯
の
川
冷
泉
 

ー
町
営
牧
場
線
の
観
光
開
発
。
 

⑥
県
道
青
森
ー
金
木
道

（
昇
風

山
内
真
部
線
）
舗
装
完
工
の

陳
情
。
 

⑦
川
倉
小
学
校
の
新
築
策
定
。
 

⑧
ば
ん
え
い
競
馬
、
温
泉
ホ
テ
 

ル
、
ゴ
ル
フ
場
経
営
希
望
会
 

社
と
の
妥
結
。
 

⑨
老
人
国
保
施
設
ー
医
療
法
人

に
よ
る
開
設
の
指
導
。
 

⑩
病
人
の
少
な
い
町
づ
く
り
。
 

よ
り
一
層
の
検
診
、
予
防
知

識
の
普
及
、
国
保
税
が
高
く
 
 

な
ら
な
い
努
力
。
 

⑩
川
倉
山
の
奥
五
・
四
町
歩
に
 

「ゴ
ミ
処
分
場
」
建
設
認
可
。
 

汚
水
処
理
施
設
を
備
え
、
蝿

や
カ
ラ
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い

無
公
害
施
設
と
す
る
。
 

⑩
活
気
あ
る
町
づ
く
り
ー
商
工

会
、
体
協
、
農
協
、
農
業
委

員
会
、
社
協
と
の
、
よ
り
一

層
の
連
携
と
活
性
化
に
努
め

る
。
 

⑩
過
疎
化
対
策
ー
男
子
雇
用
型

誘
致
企
業
（
茨
城
製
作
所
）
 

支
援
。
 ヒ
バ
の
町
・
観
光
の

町
宜
伝
（
地
吹
雪
ツ
ア
ー
、
 

サ
ン
タ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
）
 

＠
売
れ
る
特
産
物
の
支
援
ー
銘

柄
米
、
転
作
作
物
（
大
豆

・

麦
な
ど
）
、ヒ
バ
材
、
工
芸

・

土
産
品
。
 

⑩
六
十
三
年
度
（
天災
）
に続
き

昨
年
度
も
県
下
町
村
中
最
多

額
の
災
害
復
旧
事
業
費
を
受

け
た
が
、
今
後
共
キ
メ
細
か

な
目
配
り
行
政
に
努
め
た
い
。
 

⑩
嘉
瀬
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
建

設
策
定
。集
会
場
の
充
実
（大

東
ケ
丘
他
）
。
 

⑩
川
倉
ー
大
東
ケ
丘
線
の
舗
装
。
 

⑩
新
神
田
橋
ー
赤
坂
へ
の
新
バ

イ
パ
ス
建
設
陳
情
。
 

⑩
藤
枝
ー
赤
坂
道
舗
装
の
策
定
。
 

⑩
下
水
道
建
設
の
策
定
。
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年
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吉 村 裕 子

昭和53年8月 1日生 

今年は私の生まれた年 

山 中 嗣 己 
昭和53年6月28日生

勉強やスポーッを今ま 

秋 元 尉公子

昭和53年3月17日生 

今年はスポーッをがん 

だから勉強やスポーッ でいじようにがんばり ばりたい。周りの人よ 

に励む。作物が豊作で たい。 りものろい方なのでそ 

あってほしい。 ういう所をなおしたい。 

(
 

(
 



北
風
の
吹
く
深
夜
、
家
路
を
急
 

ぐ
少
年
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
 

「
い
ま
割
糊
古
の
帰
り
で
す
」
 

「
そ
う
、
剣
道
？
・
 
柔
道
？・」
 

「
い
い
え
、
学
習
塾
で
す
」
 

な
る
ほ
ど
、
寒
中
は
受
験
勉
強
 

の
追
い
込
み
の
時
期
な
の
で
す
。
 

恕
鍬
は
、
一
一
十
四
節
気の
 

一
つ
で
、
新
暦
で
は
一
月
一
一
 

十
日
ご
ろ
で
す
。
小
寒
が

一
 

月
六
日
『
」
ろ
で
、
こ
の
日
か
 

ら
大
寒
を
経
て
節
分
ま
で
の
 

約
三
十
日
問
が
、
い
わ
ゆ
る
 

寒
中
で
、
 一
年
中
で
最
も
寒
 

い
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
期
問
に
武
術
や
芸
事
の
練
 

習
を
す
る
と
上
達
す
る
と
さ
れ
、
 

寒
稽
古
を
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
 

ク
 

ま
た
、
修
業
や
祈
願
の
た
め
に
冷

水
を
浴
び
る
「
寒
垢
離
」
、裸
や
は

だ
し
、
白
衣
な
ど
で
神
仏
に
参
る
 

「寒
参
り
」
も
あ
り
ま
す
。
 

寒
は
酒
の
仕
込
み
、
そ
う
め
ん

作
り
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
 

ま
た
、
寒
飾
な
ど
海
の
幸
の
お
い

し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
 

寒
中
に
対
し
て
夏
は
暑
中
で
す
。
 

夏
は
、
暑
中
見
舞
い
の
は
が
き

を
出
し
ま
す
が
、
冬
の
寒
中
見
舞

い
は
あ
ま
り
出
し
ま
せ
ん
。
 

年
賀
状
の
直
後
だ
か
ら
で
し

ょ
う
。
で
も
、
年
賀
状
の
代

わ
り
に
、
寒
中
見
舞
い
を
出

す
人
も
い
ま
す
。
年
末
の
多

忙
な
時
に
年
賀
状
を
書
く
よ

り
、
正
月
休
み
に
心
を
込

め

て
書
き
た
い
し
、
遅
れ
て
着
 

い
た
ほ
う
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
寒
中
は
、
心
臓
疾
患

や
脳
内
出
血
の
多
い
季
節
。
突
然

の
発
作
や
事
故
の
と
き
に
、
頼
り

に
な
る
の
は

一
一
〇
番
で
す
ね
。
 

一
月
十
日
は
 
「一
一
〇
番
の
日
」
 

で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
あ
わ

て
ず
に
一
一
〇
番
で
要
領
よ
く
連

絡
す
る
方
法
、
公
衆
電
話
か
ら

一

一
〇
番
に
か
け
る
方
法
な
ど
を
、
 

よ
く
知
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
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一
九
八
九
年
 

金
木
町
 

十
大

ニ
ュ
ー
ス
 

、
芦
野
公
園
「
桜
名
所
全
国

百
選
」
入
選
。
 

嘉
瀬
地
区
小
・
中
学
校
チ
 

ー
ム
少
年
相
撲
全
国
大
会
で

優
勝
。
 

国
営
小
田
川
農
業
水
利
事

業
完
工
（式
典
）
。
 

新
し
い
神
田
橋
完
成
。
 

五
、
「桜
づ
つ
み
モ
デ
ル
」
事業
 

認
定
（小
田
川
）
。
 

不
燃
物
（
ゴミ
）
処
分場
建

設
認
可
。
 

第
三
期
山
村
振
興
計
画
承

認
（林
道
喜
良
市
線
開
設
等
）
。
 

総
合
運
動
公
園
整
備
始
ま

る
。
 

九
、
「嘉
瀬
ス
キ
ー
場
」
大
規模

改
修
。
 

ト
、
男
子
雇
用
型
企
業
「
金
木

セ
ラ
ミ
ッ
ク
」
誘
致
。
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は
ば
た
け
ノ

天
馬
の
よ
う
に
ノ

・
 
 

t 

か 
」ノ 騒 趣 'a 
木 村 文 映 鈴 木 章 博 山 田 勝 幸 中 谷 輝 美 

昭和53年7月21日生 昭和53年 5月18日生 昭和53年 3月 4 日生 昭和53年1月 8日生 

みんなで力を合わせて 今までよりも勉強をが 小学校6年間で学んだ 勉強と部活をがんばり 

勉強やスポーッをがん んばりたい。 ことを使って中学校で たい。 もうちよっと背 

ばりたい。 特に理科を。 もがんばりたい。 が高くなりたい。 
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p今
年
は
午
年
ブ
 

飼
わ
れ
て
い
る
馬

の
一
番
最
近
の
数

で
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
乗
馬
用
で
、
 

農
耕
馬
、
ば
ん
馬
 

（荷
を
引
か
せ
る

馬
）
な
ど
は
少
数

派
で
す
。
ち
な
み

に
牛
は
、肉
牛
、乳

牛
を
中
心
に
約
四

百
七
十
万
頭
が
飼

育
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

人
類
が
馬
を
家

畜
と
し
て
飼
い
始

め
た
の
は
、
牛
よ

リ
も
遅
く
、
紀
元

前
四
千
年
ご
ろ
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
 

I川川―川金木だより 

一
乙
 』
ノ
、
二
年
は午
年
で
す
。
 

一
、一
 
仁ん

馬
は
、
人
間
と
意
思

の
か
よ
う
家
畜
と
し
て
、
昔
か
ら

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
利
ロ
な

動
物
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

で
も
、最
近
は
、馬
を
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
く
な
リ
ま
し
た
。
八

万
二
千
頭

ー
 
こ
れ
は
、
日
本
で
 

す
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
運
搬
用
、
 

農
耕
用
、乗
馬
用
は
も
ち
ろ
ん
、戦

争
や
狩
猟
に
も
馬
は
登
場
し
ま
す
。
 

る
つ
し
た
謹
齢
 

な
間
柄
を
反
映
し
て
、
馬
に
つ
い
 

て
の
諺
や
漢
字
が豊
富
で
す
。
 

「馬
が
い
な
な
く
と
、
天
気
が
 

脱スパイクタイヤで 
安全走行‘ 

スパイクタイヤは平成3年3月末日で、 

販売中止となります。 

道にやさしく、人にやさしい 

スタッドレス・ドライブ0 

思いやり運転で高めよう交通マナー。 

よ
く
な
る
」
と
か
、
 「馬
が
は
ね

る
と
雨
に
な
る
」
と
い
う
地
域
が

あ
る
か
と
思
え
ば
、
一
方
で
は
、
 

「雨
に
な
る
」
 
の
でな
く
「
晴
れ

る
」
と
、
反
対
の
意
味
を
コ『う
地

方
も
あ
リ
ま
す
。
馬
と
人
問
と
の

関
係
、
そ
の
地
域
の
気
候
条
件
な

ど
の
遠
い
に
よ
る
も
の
で
し
よ
う

一二
J
ーコ
田
の
つ
く
文
字
も
い
ろ
 

ー
ハ
イ
U
い
ろ
あ
リ
ま
す
。
駅
、
 

駐
車
場
な
ど
は
現
代
で
も
重
要
な

交
通
用
語
で
す
。
か
つ
て
、
馬
が

活
躍
し
た
時
代
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
 

「驚
」
は
、
馬
が
前
足
を
上
げ

て
、
後
ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く
意

味
で
、
驚
い
た
と
き
、
こ
の
よ
う

な
姿
勢
に
な
リ
ま
す
。
 「騒
」
は

馬
が
た
く
さ
ん
寄
リ
集
ま
る
こ
と

で
、
そ
れ
が
「
騒
が
し
い
」
の
意

味
に
な
リ
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
初
も
う
で
や
合
格

祈
願
に
奉
納
す
る
絵
馬
は
、
も
と

は
神
社
や
寺
に
馬
を
奉
納
す
る
代

わ
リ
に
、
馬
の
絵
を
書
い
た
の
が

始
ま
リ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
今
年
は
、
馬
力
ア
ッ
ブ

し
て
大
い
に
頑
張
リ
ま
す
か
、
そ

れ
と
も
馬
耳
東
風
 

マ
イ
ベ

ー
 

ス
で
の
ん
び
リ
い
き
ま
す
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
マ
く
乗
リ
切

・

リ
た
い
も
の
で
す
。
 

一
 


